
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

２０２５．１月 

NO.７４ 

ひいらぎこども園 

 

  

 

 

 寒さがまだまだ厳しい毎日です。寒い中でも、桜並木の枝には桜の花の小さなつぼみが春の到来を待って

います。小さなつぼみが日ごとに膨らんでいくのを楽しみにしたいものです。こども園では、1月 27日から

作品展が開催されます。様々な素材を使って、子どもたちが自分たちの発想をもとに、造形活動を進めてき

ました。その道筋を各部屋の作品を通して感じとっていきたいです。 

紙粘土を使ってケーキ作りを楽しみました。段ボールで作った土台をも

とに紙粘土をつけていきます。ビローンと伸びて、子どもたちは大喜び。手

につくこともなく、とても軽い紙粘土です。ペタペタと生クリームをつけて

いくと、気分はケーキ屋さん。子どもたちは自分でどんどん生クリームを重

ねていきます。楽しくなると、先生が何も言わなくても、活動は続いていき

ます。思い思いに周りに枝や赤い実、葉っぱをつけて、できあがり！ 

何といっても軽い。手にべたべ

たとつかないので、子どもたちの

製作活動にはとても適した材料で

す。活動内容に合わせて、適した材

料をあたえることで、子どもたち

の活動意欲も高まります。ちょっ

と知っておくことが大事です。 

豆知識 

ひろがる遊び 
 

年中組さん

が作っていた

「ねこ」。そん

な手作りねこ

を見ていたす

みれの子ども

たち。自分たち

も作ってみた

いと広がって

いきました、一

生懸命色を塗

っています。真

剣そのもので

す。 教材：軽量紙粘土 きまる サクラ教材 

段ボール一つでいろん

な遊びが広がります。中

をくぐったり、中に入っ

たり、積んだり、色を塗っ

たり。一人で遊んだり、み

んなと遊んだり。楽しい

活動に発展していきま

す。子どもの実態に合わ

せて遊びを工夫していき

たいです。 

ビローンと伸びてる

よ。納豆みたい。 ねこちゃんに色付け。ものすごく真剣な顔で筆を動かしています。 

様々な活動を楽しんできた子どもたちです。活動の足

跡は作品展でどのような形となって表れてくるのでしょ

うか。27日から始まる作品展が楽しみです。 


